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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年５月11日の決算発表時に公表した平成20年３月期（平
成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 
 

記 
 
１ 平成 20 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,500 280 320 170 15.94 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,183 116 202 113 10.58 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △317 △164 △118 △57 － 

増 減 率            （％） △7.0 △58.6 △36.9 △33.5 － 

（ご参考） 
前年実績（平成19年３月中間期） 4,348 259 323 90 8.48 

 

 
２ 平成 20 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,400 210 280 150 14.10 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,038 64 156 86 8.10 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △362 △146 △124 △64 － 

増 減 率            （％） △8.2 △69.5 △44.3 △42.7 － 

（ご参考） 
前年実績（平成19年３月中間期） 4,210 204 274 63 5.91 
 
 



３ 平成 20 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,800 550 600 310 29.01 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,300 250 300 160 15.10 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △300 △300 △150 － 

増 減 率            （％） △5.7 △54.5 △50.0 △48.4 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 8,548 501 644 251 23.50 

   
 
４ 平成 20 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,600 400 550 290 27.20 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,100 150 200 110 10.32 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △250 △350 △180 － 

増 減 率            （％） △5.8 △62.5 △63.6 △62.1 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 8,264 392 543 191 17.94 

   

 

５ 業績予想の修正の理由 
  当中間期における売上高は、工業用塗料に若干の伸びはあったものの主力の車両補修用塗料
の需要減少などが影響し、全体としては当初の予想を下回る見込みであります。 

  また、上昇基調で推移する原油価格の影響による製造原価の上昇は、当初の想定より高い水
準となりました。このため、段階的に実施いたしました製品価格の改定も、原材料価格の更な
る上昇を吸収することができず、営業利益、経常利益ともに当初の予想を下回る見込みとなり
ました。 

当下期におきましても全力をあげて拡販対策、原価の低減策に取り組んでまいりますが、現
在の市場環境に大幅な回復は期待できないこと、原油価格の動向が依然不透明なことなどから、
通期につきましても売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも当初の業績予想を修正する
ものであります。 

 
 
 
 
※ 上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

                                        以 上 


